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　宴会は終始和やかな雰囲気でした。そして、相沢君の校歌
合唱指揮と渡部君の応援コールで一同高校時代に戻って声
を出していた。８時半で閉会となりました。　
　その後、２次会として別部屋へ、全員が自分のコップを持っ
て隣の部屋移動、小さいので一体感が溢れていました。
卒業後50年間のギャップは微塵もありません。昔のままでの
おしゃべりで、なんと11時過ぎまで続きました。

下は「ああ上野駅」の合唱 42Ma同級会2024に参加
された方々の氏名

　今回が最後の同級会になるかな･･と焚きつける募集となっ
ていましたが、当会で次回の幹事長が決定しました。
　次の節目は、80歳・88歳、傘寿と米寿祝いです。

　昔の写真に集う想い出話 　ちなみに次の実行委員代表は齋藤良春くんに満場一致で
決まりました。いや、立候補しました。

会計報告

　会計の集計が終わりま 　高校を卒業してから57年、年 を一杯、和やかな時間を過ごし おのから提供のあった品を受け 　そしていよいよ宴会に入
した。ぴったり予算内に収 齢的には76歳となり、「喜寿」 ていた人も多かった。 取っていた。誰の提供か、また、 る。午後６時半に宴会開
まりました。 の年を迎えた今回の同級会は 　宴会に先立ち午後６時に宴 中身も不明なので 始した。司会は佐藤盛一

朝の終了挨拶　19日午前9時 　これも、寄付をいただい 卒業後３回目である。1回目は 会場で実行委員から同級会 後のお楽しみでも 君が務めた。最初は昨年
た事と 司会の盛一くんの 湯田川温泉、2回目は湯の浜 についての概要が事務担当 ある。 亡くなられた工藤孝君を含
会進行の上手さ、及びみ 温泉「亀や」そして今回は奥湯 河野君から説明があった。内 　　　説明をする河野 め今まで訃報のあった11名
なさんのお陰です。 の浜「龍の湯」。 容は、参加者への御礼、日程 　　　　　　事務担当 を偲んで黙禱を捧げる･･
　御礼申し上げます 　18日午後3時から受付開始、 割りなどの連絡事項、その他

参加予定者は順調に集まりド 当会への差し入れの報告があ
２人しかいなかったけどね･･･ タキャンは無く 14人が顔を揃え った。 相沢君から喜寿祝いの
ラーメンが美味しかったらしい 「またね」　駐車場でのお別れ た。 紅白饅頭が参加者全員に、ま

　無事終わりました。こうして写真の整理をしていると楽しかっ 　受付から宴会までの時間が た、出席はしてなかった伊田實
た時間が再現されます。同級会「龍の湯の巻」を皆さんから喜 けっこう長くあったので早めに くんと梅木清治君から各1万円
んでもらい、事務担当として冥利に尽きる気がしました。 来た人は、ゆったりとした寛ぎの の寄付があったということで感謝
　本当に皆さんからの協力を有難く思います。またの機会を望 ひと時を得られたようで、お風呂 の意があった。 続いて幹事代表挨拶と乾
んで待っています。 や各部屋で仲間との挨拶・会 　その後、恒例の「お土産品」 杯の発生で同級会が始じ

　　42Ma同級会事務担当　　河野優治 話をされていた。中にはﾋﾞｰﾙ飲。 交換の抽選が行われた、おの まったのである。

齋 藤 良 春 く ん
高 橋 米 七 く ん

中段左から
伊 藤 豊 く ん
小 林 光 く ん
五 十 嵐 正 志 く ん
関 本 秀 雄 く ん

42Ma同級会しんぶん 42Ma同級会しんぶん
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鶴工42Ma同級会

特集
同級会2024開催

２次会は幹事の部屋に移動、宴会とまた違った雰囲気感が漂う

編集：42Ma事務局

佐 藤 敬 昭 く ん
河 野 優 治 く ん

　　（集合写真から）

榎 本 豊 治 く ん
後段左から
渡 部 康 行 く ん

2次会でチェロ演奏する小林君、プロ並みの趣味です

バイキング朝食

２日目、加茂水族館

抽選会の様子

ありがとうございました
微金ながら残金が出ました

　　相沢君からの差入れ

前段左から
榎 木 正 男 く ん
佐 藤 盛 一 く ん
相 沢 斉 く ん

42Maしんぶん42Maしんぶん

大盛り上がり同級会「龍の湯」の巻
”喜寿記念” 42Ma同級会2024開催

14人が参加、湯の浜温泉に集合す
２月29日の地元同級会の席から始まった「42Ma同級会」全体会がようやく開催を迎えた。

日時は令和6年９月18日19日の一泊二日、場所は奥湯の浜温泉「龍の湯」、参加者は14人

の面々が集った。

幹事は実行委員(幹事代表)佐藤敬昭 ・副小林光 ・佐藤盛一 ・相沢斉 ・榎木正男 ・河野

優治の６人があたり、会員にアンケートを取った結果「ふるさと」「温泉」「中位の宿」の意見が大

勢を得たため、湯の浜温泉に決定、静かな宿と評判が高い「龍の湯」になったという。
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歓迎 鶴工42Ma同級会御一行

編 集 後 記

これが最後では無かった！
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以後、宴会の様子を写真で紹介する。

乾杯！

　　実行委員を代表してあいさつをする幹事代表の佐藤敬昭くん 司会の佐藤盛一くん 　葡萄酒で乾杯です

 近況報告を兼ねたスピーチ時の画像
　笑いあり、感嘆ありの貴重なお話しが
　盛り沢山と披露されました。

校歌の文言について説明する小林くん

相沢渡部の両くんが先導し校歌合唱

歌詞幕は東海県人会の備品だそうで相沢君が用意しました ﾌﾚｰﾌﾚｰｺｰﾙ「ｶﾞﾝﾊﾞﾚ42Ma」

中締めは“校歌合唱”で意気投合なり

一本〆の相沢くん

　皆さん、この笑顔！

宴会開始直後の様子　/　左右7人づつの２列の宴席　　下の写真は和気あいあいの宴会風景

42Ma同級会しんぶん 42Ma同級会しんぶん

なんと言っても花は相沢くんで

世界を掛けた

男


